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１．研究計画の概要 
本研究では、日本経済の適切な政策運営に

役立てるために、日本経済の現状をより早く、
より的確に把握する体制の確立を図る。 
より具体的には、景気循環の局面判断の観

点からの日本経済の現状分析を行うととも
に、経済制度面での歴史的変遷を踏まえた上
で、1990 年代以降の経済成長率や生産性上
昇率の鈍化の原因を解明し、技術革新の活性
化や産業構造の転換による日本経済の中長
期的パフォーマンスの向上の可能性を探る。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）平成 18 年度発足以来、研究の柱として
の景気循環研究会と産業景気研究会を定例
的に開催してきており、日本経済の景気判断
とりわけ景気転換点の決定に関し理論・実証
両面から総合的に分析を行ってきた。具体的
な研究の遂行は①景気循環に関する理論的
研究、②日本経済のデータ分析、及び③景気
指標の作成、の 3 つのサブグループに分けて
同時進行させてきている。年 2回ペースでの
泊りがけの全体コンファレンスも開催して
きており、プロジェクト参加者の間での討議
の場とすると同時に、外部参加者との交流の
場ともしてきた。 
 
（2）景気循環に対する政策対応、特に財政・
金融政策のあり方と民間の反応、金融市場や
労働市場におけるセイフティネットの意義
と経済効率性との齟齬、などについても極力
定量的分析に努めてきた。この際、既存の景
気予測モデルのパフォーマンス評価、新しい
景気判断モデルの構築、景気予測・景気判断
のもととなる有用な景気指標の改善・開発と

いった計量面での精緻化も図ってきた。 
 このほか、設備投資のストック調整原理や
在庫・出荷の循環図に見られる日本の景気循
環の特徴が、日本の金融市場や労働市場、あ
るいは日本的経済・経営システムなどの経済
制度一般に関連したものなのか否かなども
研究の射程内に捉えてきた。 
アメリカやヨーロッパ諸国、東アジア諸国

などの景気循環・経済成長の特徴をマクロ的
視点から日本経済の特徴と対比することに
も注力し、為替変動と景気循環の関係、とり
わけ為替介入が景気安定に果たしてきた役
割についての検証も始めている。 
 
（3）2008 年 9 月のリーマンショック以降の
世界的金融危機及び世界同時不況は、景気循
環研究の視点からは大変貴重なイベントス
タディの機会となっており、これまでの研究
成果の蓄積を踏まえて、残りの 2年間も、世
界同時不況を睨みつつ更なる研究成果を目
指して研究を進める所存である。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 (理由) 
過去３年間の研究活動はほぼ順調に経過

してきており、今後もほぼ同じペースで研究
成果の蓄積が期待できるので。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 今後の研究の推進方策としては、当初計画
から大幅に変更することなく、基本的には 5
年間のプロジェクトの残りの 2 年間として、
当初企図した研究計画・方法に従って研究を
推進する予定。ただし、（当初想定していな



かった）「100年に一度レベル」の深刻な世界
同時不況に直面していることから、そのメカ
ニズムの解明に向けての研究にも相応の研
究エネルギーを注力して行く心積もりであ
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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